
理科学習シート「この植物が増えすぎたら…？」 

（       ）中学校 （  ）年（  ）組 名前（              ） 

特定外来生物がおよぼす影響について考えましょう！ 

 
（１）次の植物は、江津湖で見られる植物です。 

※ 絶滅危惧種（絶滅のおそれがある生物種）と 

特定外来生物（生態系などに被害をおよぼす 

おそれがある生物）に分けてみましょう。 

 

 

 

                                        ① ヒメバイカモ 

 

 

 

     ② ブラジルチドメグサ 

 

 

 

 

                     ③ ボタンウキクサ 

 

 

                                 

           ④ ヒラモ 

 

 

（２）上の２つの特定外来生物が増えると、他の生物はすみにくくなります。 

※ その理由を考え、自由に話し合ってみましょう。 

 

 

（３）ほかの生物がすみにくくなる理由を、「光合成」という視点で考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

（４）話を聞いて「わかったこと」「もっと知りたいこと」「感想」などを書きましょう。 

   ※ 学習シートの裏面を使いましょう。 

絶滅危惧種 
 

特定外来生物 
 

 
 

６ 館内学習プログラム検討・作成協力者 

【熊本博物館研究協力員(H28)および館内担当者】 

 

 

 

【小学校社会科担当】 

  寺嶋 正和（日吉東小学校） 井伊 大輔（若葉小学校） 

 

【中学校社会科担当】 

  浦田 康行（長嶺中学校）  山田 雄一郎（三和中学校）   

 

【小学校理科担当】 

   上元 雅晴（託麻東小学校） 木村 公一（慶徳小学校） 

 

 【中学校理科担当】 

   満井 一樹（東部中学校）  垣田 賢一朗（二岡中学校） 

 

 【熊本博物館：社会科担当】 

   美濃口 紀子（H28：考古） 福西 大輔（民俗） 木山 貴満（歴史） 

   竹原 明理（美術工芸） 甲斐 由香里（保存科学） 

   中原 幹彦（H29：考古） 

 

 【熊本博物館：理科担当】 

   清水 稔（動物） 山口 瑞貴（植物） 南部 靖幸（地質） 

   野村 美月（天文） 山口 均（理工・研究員） 

 

 

 

              （※ 研究協力員の所属は H28 年度末時点） 
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